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設　　立 1999年4月 2001年4月 2002年4月




























































































































































科 学 （ Science in personal
and social perspectives）
⑧科学の歴史と本質（History



































































段階がKey Stage 1（5～ 7歳）、




























































































Key stage 1（5歳～7歳） Key stage 2（7歳～11歳） Key stage 3（11歳～14歳） Key stage 4（14歳～16歳）※
ライフ・プロセス ライフ・プロセス
細胞と細胞の機能 細胞の活動




緑色植物 緑色植物 生物としての緑色植物 生物としての緑色植物
（成長と栄養作用／生殖） （栄養作用と成長／内呼吸） （栄養作用／ホルモン／
物質輸送と水の関係）
変異と分類 変異と分類 変異、分類、遺伝 変異、遺伝、進化
（変異／分類／遺伝） （変異／遺伝／進化）








※Key stage4 にはsingle sciecneとdouble scienceがあり、大多数の生徒がdouble scienceを選択する。上記はdouble scienceのプログラム。
（文献5）および「The National Curriculum for England」より作成）
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京都大学大学院生命科学研究科長
の柳田充弘教授による講演会「わ
が国大学における生命科学の研究
と教育推進の危機的状況」をもと
に、我々の調査を加えてまとめた
ものである。柳田教授からは、最
前線で活躍する生命科学者かつ教
育者としての立場から、我が国の
生命科学の振興のための提言をい
ただいた。本稿では全てについて
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教授には、各種情報をいただきま
した。文末にはなりますが、ここ
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盧　生命科学教育の充実
①初等・中等教育における理科教育の改善が必要。
蘆博物学的な生物学と、生命科学との二本立てで教える。
蘆早い時期から遺伝子教育を行う。
蘆生命科学分野の教員を養成する。
②高等教育では生命科学分野の学生を養成するために学部・研究科の新設が必要。
蘆従来の理学、農学、薬学、医学とは別に生命科学部を設置する。
蘆大学院に生命科学研究科を設置する。
盪　優れた人材の養成
①優れた研究を継続的に保持できる体制づくりが必要。
蘆研究評価の質と客観性の向上。
蘆優れた研究者に対する定年制度の緩和。
蘆大学院生等の生活を支援する奨学金制度の充実など経済的サポート。
②リーダー養成が必要。
蘆若手（30代）の研究リーダー。
蘆国際的に通用する国家レベルのリーダー。
③人材養成に必要とされる要素。
蘆外国人研究リーダーと外国人研究員が多数参加できる環境。
蘆女性研究者が活躍し、リーダーになりやすい環境。
蘆日本の研究者の英語力の向上。
蘯　わが国の生命科学政策の現状と課題
①政策策定にはわが国独自の価値観が必要。
蘆米国や欧州への対抗的立場からの政策策定ではいけない。
蘆一方で、米国や欧州とはできる範囲で共同歩調をとる必要がある。
②国策（資金の流れ）に対する注視が必要。
蘆優れたグラント制度はよい方向で継続させる必要がある。
蘆国策を担う特殊法人等の成果などは注視していく必要がある。
蘆国策としての資金の流れに対しては外部評価が必要。
（科学技術政策研究所講演録No.90「わが国大学における生命科学の研究と教育推進の危機的
状況」より作成）
付表　柳田充弘教授による生命科学研究の振興のための提言
